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このときコアとクラッドの境界面で全反射すればよい 
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波面ＡＢはホイヘンスの原理から、ｔ秒後にはＡ′Ｂ′に進む。 

（Ａ′は、Ａを中心とする半径ｖ
2
ｔの円とＢ′を通る線分との接点） 

波面と射線は必ず垂直であるので 
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